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耐冷性・耐病性に優れ る中生水稲新品種 「どんび しゃり」の育成

中野央子・木内 豊・阿部 陽・佐々木 力・荻内謙吾・仲條員介 1)・ 高橋正樹の・田村和彦 "・
尾形 茂。・小田中浩哉。・扇 良明。・高橋真博つ・神山芳典 D

(岩手県農業研究センター・ D岩手県農業研究センター県北農業研究所・ "盛岡農業改良普及センター・

"八幡平農業改良普及
センター・°大船渡農業改良普及センター・

い二戸農業改良普及センター・

①岩手県農林水産部・
つ岩手県商工労働観光部・

め元岩手県農業研究センター )

Breeding of a New Rice Varlety``Donpishari''with High Tolerance to Cold temperature and High Panicle Blast Field Resistance

HirOko NAKANO, Yutaka KIUCHI, Akira ABE, Tsutomu SASAKl, Kengo OGIUCHI, Shinsuke NAKAJOn, MaSaki

TAKAHASH12),Kazuhiko■へMURへ3),shigeru OGへ TA4),Hiroya ODANAlsA5),Yoshiaki OC16),MaSahiro TAKAHASH17)and

Yoshinori KAMIYAMAめ

llwate Agncultural Research Center・ 1)Iwate Agricultural Research Center, Kenpoku AFicultural lnstitute a Morioka

Agricultural Extension Center・
"Hachimantai Agrlcultural Extension Center・

4)OmnatO Attcultural Extension Center・ 5)Ninohe

Agricultural Extension Center・ ° Department of Agriculture, Forestry and Fisheries, Iwate PreFecture・
7)Dep7artment of

Comm∝ce,Industry,Labor and Tounsm,Iwate Prefecture・ °Retred)

1 はじめに

過去に幾度も冷害により大きな被害を受けてきた岩

手県では,水稲の安定生産のためには耐冷性に優れた品

種が必要である。2003年の冷害では県下全域で障害型

不稔が発生した。さらに,県中南部を中心に穂いもちが

多発 し,大幅な減収となり,2003年 の作況指数は戦後
3番 目に低い水準となつた。県南部の水稲品種は「あき

たこまち」と「ひとめばれ」が広く作付けされているが,

「あきたこまち」は障害型耐冷性が “中",穂いもち圃

場抵抗性は “やや弱"と 劣 り,「ひとめぼれ」は穂いも

ち圃場抵抗性 “中"と 劣る。このため,県中南部で作付

け可能な耐冷性,穂いもち耐病性に優れた良食味品種の

早急な開発が望まれていた。

また,近年の米価の下落により,低コス トな直播栽培

に向く水稲品種が必要視されている。さらに,消費者の

安全・安心な農作物に対する関心の高まりから,減農薬

栽培など特別栽培米の生産を容易にする品種の開発が

重視されている。

これらの背景のもと,育成された「岩手 68号」は 2005

年に「どんびしゃり」と命名され,岩手県の奨励品種と

して普及に移された。ここに,本品種の育成,選抜経過

ならびに特性等について報告する。

2 育成経過

「どんぴしゃり」は,1996年 ,1日岩手県立農業試験場

県南分場 (現奥州市江刺区,1997年岩手県農業研究セン

ター農産部銘柄米開発研究室に改組,2001年 3月 廃止)

において、「岩南 7号」を母とし「ふ系 179号Jを父と

して交配を行い,2001年 F7世代から同センター (北上

市)に移管し,そ の後代から選抜育成された。

1996年 12月 から 1998年 4月 にかけてF:～ F3世代

までを温室内で世代促進を行つた。 1998年 にF4世代で

個体選抜を行い,1999年以降は系統栽培により選抜・固

定を図つた。 1999年葉いもち圃場抵抗性検定試験を開

始,2000年 F6世代から生産力検定試験並びに特性検定

試験に供試 し,2002年 F8世代から「岩手 68号」の系統

名を付し,奨励品種決定試験への配布を開始した。その

結果,2005年 2月 に岩手県の奨励品種として採用され ,

現在 「どんぴしゃり」で品種登録申請中である。

3 特性の概要

(1)形態的特性

成熟期の得長は「あきたこまち」,「ひとめばれ」より

短く,“やや短",穂長は両品種より長い “やや長",穂

数は両品種より少ない“やや少"の偏穂数型品種である。

得の太さは “やや太",得の岡1柔は “やや岡1"で ,耐倒

伏性は “強"である。亡の多少と長短は “稀" “極短"

で,ふ先色は黄自である。粒着密度は “やや密",脱粒

性は “難"の糎種である。

(2)生態的特性
出穂期,成熟期は 「あきたこまち」より遅く,「ひと

めばれ」より早い “中生の中"で ,収量性は両品種より

多収である。シーダーテープを利用した表面条播で直播

試験を実施した結果でも両品種にくらべ多収である。倒

伏は移植栽培で 「あきたこまち」より明らかに少なく,

「ひとめばれ」並であった。直播栽培では「あきたこま

ち」,「ひとめばれ」より少なく,耐倒伏性は “強"であ

る。直播栽培で問題となるころび型倒伏については,「 ど

んびしゃり」の押し倒し抵抗値は両品種にくらべきわめ

て高く, ころび型倒伏し難い特性を持つ。

いもち病真性抵抗性遺伝子型は“Pた ′′た"と 推定され、

圃場抵抗性は,葉いもちが “やや弱",徳いもちが “強"

である。障害型耐冷性は,“極強"で 「あきたこまち」

よりも強く「ひとめばれ」並ある。穂発芽性は,“難 "
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である。

(3)品質・食味

玄米の外観品質は、「あきたこまちJ、 「ひとめばれJ

並に優れる “上中"である。食味は「あきたこまち」並

の “上下"である。

表 1 形態的特性調査結果

4 普及地帯および栽培上の留意点

栽培適地は岩手県内の北上川流域の標高 100m～ 200m

及び沿岸部の標高 100・ 以下の約 23,000haで あり,この

うち特別栽培米生産を中心とした3,000haでの普及が見

込まれる。

栽培上の留意点は、①施肥量は基肥で「あきたこまち」

よりやや多い窒素成分とするが,食味 品質を低下させ

るような多肥栽培は避ける,②いもち病圃場抵抗性は葉

いもちが “やや弱"のため葉いもちの防除を実施する必

要がある,③適期刈り取りに努める,以上 3点があげら

オルる。

どんびしゃり やや太 剛  稀 極短 やや密 黄白 中
あきたこまち  中 やや柔  稀  短  中 黄白 中
ひとめばれ やや細やや柔  少  短  やや疎 黄自 中

2002～ あきたこまち 33  8/16 10/2  13  778 174 470  146  472 (100)138 215  30  23

=5■03.追肥―N:205K20=20:2
直播 基肥―N'205К 20‐ 486,追肥―N'205X20=202

2直播播種方法 :シーダーテープ利用による条播法 覆土あり)播種量 6kg/10a
3苗立ち状況は達観によ州 定 080%以上.2,60～ 80/0.3:4← 60/0,4;20-49/0,5120/O未 満 )
4検査等級は 1上～3下 ,規格外をそれぞれ1～9,10とした値の平均値

品種名 出徳期 押し倒し抵抗値

あきたこまち ψ
印

071
054
058

を45° の角度まで押し倒す際の応力を地際
から15cmの高さで測定 調査株の穂数を

計測し,1穂当たり押し倒し抵抗値を算出

罹病)の 11段階評価
2 2000、 2001年金ヶ崎町現地、2001～ 2004年育

成地の結果の平均値

3総合判定欄の0は基準品種の既知評価

鰹提ち―Jttf……締―一Y一
‐冊一

60         70

東lLIL3号   P′

2ハウス(2004)は ,ビニフレハウス内で037菌をスフ
・レッタ

.(サ
サニ

シ→に接種し,その激発罹病葉から自然感染での調査

3総合判定欄の0内は基準品種の既知評価

期  歩合 定

20   70(や や弱)

縮 一』蹄―
‐論―瑠――蕎―

奥羽321号  P■   8/8  24  (強 )

8/8  40 (や や強)
び系91号   P■   8/16  33 (や やり
でわのもち  ′″  8/19  42 (や や弱)

灘 2■ 群
―・
樹
―
《 一 筆鶏 ず

‐

雪化粧

系統名  遺伝子型 (月 /日 )
どんぴしゃり P'lP′  8/11  18

どんぴしゃり

あきたこまち

ひとめばれ 8/24 706  極強
8/21    672   (極 強)トドロキワセ

オオトリ
コガネヒカリ

アキホマレ

トヨニシキ

注)総合判定の ( )は基準品種の既知評価

8/22 723 (強 )
8/23  840(やや強)
8/22  870  (中 )
8/24 934(やや弱)
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